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日本では 1980 年代から政府主導で大学の国際化政策が進められ、
2019 年には「留学生 30 万人計画」が前倒しで達成されました。留
学生数などの数値目標に注目が集まる一方で、国際化の現場の課題
は見過ごされる傾向にあります。例えば、経済的負担、言語・文化の壁、
進路選択などは、アウトバウンド・インバウンド留学生に共通の悩
みですが、今後の政策にこれら現場の声を反映させるためには議論
が不可欠です。その第一歩として、本プレゼンテーションでは、国
際化によってどのようなことが現場で起こっているのか、私の研究
からデータや分析結果を紹介します。なお、大学の国際化を新しい
視点から捉える目的で、データ分析には「憧れ」というフレームワー
クを使用しています。このプレゼンテーションが大学内の様々な立
場の皆さんへ、国際化への当事者意識を醸成するきっかけになれば
幸いです。
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高等教育の国際化における「憧れ」の考察
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